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地下から染み出る海水 高水温により白化した珊瑚 

消滅しつつある北極の氷 超大型ハリケーンの発生 

既に異変は始まっている 



From home page of Space Energy Corporation 

Reserve-production ratio of world energy 
resources (Source: BP Statistics 2007) 
 

有限なエネルギー資源量 
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30km 

直径 9km 

自然エネルギーは皆が考えるほど不可能なものではない 
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自然エネルギー割合を増加させた場合のコスト変化 

LNG火力90%+水力10% 



水素製造 



有望な自然エネルギー 

 風力エネルギー 
 太陽エネルギー 
 バイオマスエネルギー 
 地熱エネルギー 

豊富な再生可能エネルギー 



燃料電池 
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石炭 
天然ガス 
 

水素製造 
（水蒸気改質） 
CCS 

輸送 
 
有機ハイドライド 
液体水素 

 
水素ステーション 
 

 
再生可能エネルギー 
 

水素製造 
貯蔵 
 

系統電力 
燃料電池 
 
自動車 
コジェネレーション 

将来のエネルギー社会像 



燃料電池自動車 

HONDA FCX Clarity  TOYOTA FCHV-Mirai  
http://wiredvision.jp/news/200711/2007111621.html http://tyot.net/post-597/ 
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CO2 排出量比較（2015） 



FCVの普及条件 

ガソリン 160¥/L → 水素 50¥/Nm3  

   （@ same heating value） 
2015での水素関連価格: 
FCVミライ → 7 百万円 (2百万円補助)  
水素価格 → 100¥/ Nm3 
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 市民による投資 
 お金の地域循環 

北海道が豊かになるには 



将来、化石燃料とCCSの組合せおよび再生可能エネ
ルギーから製造された水素が運輸部門やコジェネ
レーションで利用される社会となる。 

風力や太陽エネルギーは原子力と同程度のコストポ
テンシャルを持つ。 

将来は自然エネルギーで発電を行い、その余剰分を
水素変換して利用する社会になる。 

従来の経済システムは限界に来ており、新しい経済
社会構造の形成が必要である。 

再生可能エネルギーを中心としたエネルギーとお金
の地域循環は、新しい経済発展モデルになる。 

まとめ 



液体水素エネルギー応用と超伝導技術の収斂，槙田康博（KEK)、新冨孝和（日大） インターネットより 

水素液化のエネルギー効率 



RITEホームページより 

炭酸ガス隔離技術（CCS) 
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